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令和５年度対馬市しまのみらいづくり懇話会会議録 

１．開会日時 令和５年１０月１１日（水）午後２時 

２．場所 対馬市役所 豊玉庁舎 ３階大会議室 

３．出席委員  １０/１７名 

４．出席者 ＜市長、部（局）長・担当者＞ 

 市長、総務部長、しまづくり推進部長、観光交流商工部長、市

民生活部長、福祉部長、保健部長、農林水産部長、建設部長、水

道局長、中対馬振興部長、上対馬振興部長、教育部長、消防長 

 

＜事務局＞ 

 政策企画課長、政策企画課職員４名 

５．会議書記 政策企画課職員 

６．閉会日時 令和５年１０月１１日（水）午後４時 

７．確認事項 〇司会進行：政策企画課長 

令和４年度 対馬市しまのみらいづくり懇話会の振り返り 

８．議事 

 

 

議題１ 

議題２ 

議題３ 

議題４ 

議題５ 

 

その他 

〇議長：市長 

〇司会進行：政策企画課長 

 

対馬市のデジタル化の取組みとSNSの推進について 

ゴミの不法投棄及び不法投棄防止の取組みについて 

島内のリサイクルやアップサイクルの取組みについて 

子供へのふるさと教育に求める成果について 

中学校の部活動について 
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政策企画課長 ただいまより令和５年対馬市しまのみらいづくり懇話会を開催

いたします。 

私は本日の進行をさせていただきます、しまづくり推進部政策

企画課長の梅野と申します。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

会議に入る前に、まず本日の資料の確認をさせていただきま

す。配布資料は事前に送付しておりましたが、皆さんお持ちでし

ょうか。それから、本日座席の方に配付しております、座席表、

それから市役所の出席者一覧、最後に、今回のアンケート用紙が

ございます。 

全てございますでしょうか。 

アンケート用紙につきましては、会議終了後、受付の方にご提

出いただければと思います。 

もし資料が不足している方がいらっしゃいましたら挙手願いま

す。 

いらっしゃいませんでしょうか。 

 

ないようですので、次に進めていきたいと思います。 

次に、委嘱状の交付についてですが、本来ならお１人ずつ交付

すべきところでありますが、今回につきましては、各委員の机上

への配布に代えさせていただいておりますので、ご了承いただき

ますとともに、ご確認の程よろしくお願いいたします。 

 

委員名簿につきましては、配布資料の２ページに掲載しており

ます。 

なお、本日の欠席の委員につきましては７名から欠席の連絡が

入っております。 

 

それでは会議次第に沿って進めてまいりたいと思います。 

まず、本懇話会の開催に当たりまして市長がご挨拶を申し上げ

ます。 

市長 皆さんこんにちは市長の比田勝でございます。本日は大変ご多

忙の中、令和５年度対馬市しまのみらいづくり懇話会にご参集い

ただきまして誠にありがとうございます。 
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開催に当たりまして一言ご挨拶を申し上げます。委員の皆様方

におかれましては日頃より対馬市政の運営につきまして、深いご

理解とご協力を賜っておりますことに心からお礼を申し上げま

す。 

 

さて、今年３月からはマスクの着用は個人の判断となり、５月

には新型コロナウイルスが第５類に引き下げられたところでござ

います。対馬市におきましても国内外からの観光客が増加傾向に

ありまして私はですね、昨日、一昨日も比田勝の方に行ってきま

した。昨日も実は関西の方から関西経済同友会の皆様方３０名ほ

ど対馬にいらっしゃいました。その方たちといろいろな意見交換

等をしてまいったところでございます。特に今対馬で大きな話題

となっております、海ゴミ関係をいかに利益に繋げるかといった

ようなですね、ことを意見交換としていろいろ協議をしてまった

ところでございます。 

 

しかしながら、対馬の地域経済におきましては、まだまだコロ

ナ禍の影響が後を引いておりまして、約1年間続くウクライナ侵攻

によります物価やエネルギー価格の高騰が市民生活に大きな影響

を与えているところでございます。従いまして、この回復に向け

た継続的な支援が必要となっているところでございます。 

 

本市といたしましても、生活の維持回復、事業者の事業継続の

一助となるよう様々な施策を実施しているところではあります

が、今後も引き続き安心な日常生活、活力のある社会経済活動を

取り戻していくことができるよう、一丸となって取り組んでまい

りますのでご理解とご協力をよろしくお願いをいたします。 

 

 懇話会は年１回程度の開催としておりますが、今後も皆様のよ

うな若い世代に焦点を当てた政策を展開することで、若者を中心

に対馬がにぎわう、魅力あるまちづくりを進めてまいりたいと思

っておりますので本日は忌憚のない活発なご意見を賜りますよ

う、お願いを申し上げまして、開会に当たっての挨拶といたしま

す。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
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政策企画課長 ありがとうございました。 

本日ご出席いただいております委員の皆様につきましては、本

年８月１日付で改選となっております。委嘱は改めてさせていた

だいておりますので委員の皆様より一言ずつ自己紹介を兼ねてご

挨拶をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

各委員自己紹介 

政策企画課長 ありがとうございました。 

続きまして、市役所の各部長の皆さんのご紹介をさせていただ

きます。 

各部長自己紹介 

政策企画課長 ありがとうございました。 

続けて事務局の政策企画課職員を紹介させていただきます。 

事務局自己紹介 

 以上で自己紹介を終わらせていただきます。 

次に、次第の３、確認事項に移ります。令和４年度対馬市しま

のみらいづくり懇話会にて、頂戴いたしましたご意見に対しての

回答とその後の市の取り組みについて確認いたします。 

会議資料の３ページから５ページにかけて掲載をさせていただ

いております。事前に資料をお送りしておりましたので、この場

での説明は割愛させていただいますが、記載内容についてご意見

ご質問等ございましたら、挙手をお願いいたします。 

 

なかなか急にふられて意見を出してくださいといっても難しい

と思います。今のところご質問がないようですので、また最後の

その他の時にでもご質問があればお願いをしたいと思います。 

 

それでは、次第の４、意見交換に入りたいと思います。 

今回の議題は５件ありますので１件あたり１５分程度で進めて

いきたいと思います。本懇話会設要綱第４条第３項の規定によ

り、市長が議長を務めることになっておりますので、市長に議事

の進行をお願いしたいと思います。 

市長よろしくお願いいたします。 



5 

 

市長 規定に基づきまして本日の議長を務めさせていただきます。皆

様方のご協力をよろしくお願いをいたします。 

それでは、本日の議題に移りますが、今回の懇話会につきまし

ては事前に各委員よりご提出いただきました、ご質問等に対しま

して意見交換を行う形、市役所側からの提案の両方の形としてお

ります。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 

 

まず、議題１の「対馬市のデジタル化の取り組み状況とSNSの推

進について」を議題といたします。担当部署より説明をお願いし

ます。 

総務部長 対馬市のデジタル化の取り組みとSNSの推進についてですが、こ

れは部署がまたがりますので、まず総務部所管の市の情報発信に

ついて、私から説明いたしたいと思います。 

 

対馬市の情報発信は、ご承知のとおり対馬市ホームページ、防

災行政無線、ケーブルテレビ等への各種情報の発信を行ってお

り、またSNSを活用した発信として、LINE、Facebook、インスタグ

ラムを運用し、様々な行政情報を発信しております。 

ホームページは令和３年４月にリニューアルし、内容を一新す

るとともに、イベント情報等についてはマニュアルを作成して各

所管部署がそれぞれ更新を行うようにしております。 

また、SNSの発信業務については発信情報の通知も含めまして、

総務課で一括して処理しております。 

SNSの９月３０日までの登録者数はLINEが８，１８９件、 

Facebookが４３６件、インスタグラムが２，２９３件となってお

ります。 

私からは以上です。 

 

しまづくり推

進部長 

デジタル推進については、私の方から説明させていただきま

す。資料の９ページから２１ページまで資料を添付しております

が、これは対馬市がDX推進計画を定めておりまして、その概要版

を今回抜粋しております。詳しい内容につきましては市のホーム

ページにももっと詳しく掲載しております。なかなか長い文章ば

っかりですので非常に見にくいかとは思いますけども、時間のあ

るときでもご覧いただければと思います。 
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この概要版の大きな柱としては三つの方向性を定めておりま

す。一つ目が市民が便利さを実感できるDXの推進、二つ目に市民

が豊かな暮らしを実感できるDXの推進、三つ目に行政サービスの

継続性を保つためのDXの推進の三つの大きな柱を掲げておりま

す。 

しかしながらこれはまだ令和４年１０月に定めた計画でござい

まして、今、計画が始まったばっかりです。今のところは国の方

針としまして令和７年度末までに自治体の情報システムの標準

化、共通化を優先することが定められておりますので、これを受

けてまずは自治体のDXを進めているところでございます。 

それと並行しながらも市単独でのDX推進ということで、例えば

今LINEの登録者の報告がありましたけれども、LINEで簡単な窓口

申請ができたりとか、そういったことも並行しながら進めてはお

ります。 

 

まだ始まったばかりですので、これから徐々に広げつつ頑張っ

ていきたいと思っておりますし、ただ対馬も、皆さんご存知のと

おり高齢化率も高いということで、なかなかDX,DXといっても市民

の皆さん全てが対応できるかといえばそうではない部分もあろう

かと思いますので、その高齢者に向けてのスマホの使い方の講習

とか、そういったことも年に数回定期的にやりながらDXを進めて

いきたいと考えております。 

以上でございます。 

 

市長 はい、ありがとうございました。 

それではただいまの説明に対しましてご意見、ご質問等がある

方は挙手をお願いいたします。 

委員 この市のDX計画なんですが、このDXを実行することによって現

在の業務が何%ぐらい減るというふうに考えていらっしゃいます

か。 

例えばAIの話だと、４９%の仕事がなくなるというのが７年前く

らいから言われてきてますけど、このDXを実行することによって

今市役所の職員の皆さんが抱えてる仕事が大体どれぐらい楽にな

るのかっていうところを考えていただければと思います。 

しまづくり推

進部長 

きちんと数字まではまだ説明できるところにはなっておりませ

んけども、DXって言っても何もかもアナログからデジタルにする
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のではなくて業務改革も必要と考えておりまして、一つは今、市

職員でないとできないものもあると思いますし、市外に発注でき

るものもあると思います。 

そういったところ、今横文字で言えば、BPRのようなやり方で業

務改善を含めたところのDXっていうところを考えておりますの

で、まず数値的なものはまだ出せませんけども、業務改革と並行

しながらDXを進めていくというような考え方でやっております。 

 

委員 そのDXとかデジタル化っていうのを考えたときに何か良い例え

がないかなと考えたのですが、洗濯機に例えられるのかなと。今

まで昔二層式だったりとか、それこそ手回しでしていたのが、今

やボタン一つで、洗濯から脱水、乾燥までできる、と。そうなる

とその間にやらなきゃいけなかったことをしなくて良くなるって

いうのがDXというか、デジタル化の本質だと思うんですよ。 

 

そうなったときに今度は、行政の職員さんたちが、その、今は

エクセルで、例えば手入力がなくなったときに、どう動くかを、

そこをゴールとして考えていただきたい。その空いた時間で自分

たちが今度は何ができるかっていうのを考えて行った方がいいん

じゃないかなと思います。 

 

この概要版でもテレワークの推進というのはありましたけど、

確かに今日いろんなところからここに来るんで皆さんだと１時

間、私だと雞知から３０分～４０分くらいかかって来てる。 

これが例えば、それこそメタバースだったりとか、今で言うテ

レワーク、テレビ会議とかになると、それが０時間。皆さんもい

ろんな部署から来られてるんでそれが来なくていい時間っていう

のが出てくるっていうところがやっぱり一番の対馬でいうたらメ

リットだろうっていうところと、そのテレワークも、その家です

るとかっていうよりもどちらかというと、今度は逆に役所にいた

人たちが地域に出てって、地域でおっちゃんおばちゃんと話しな

がら業務をやってみても良いかと思うんです。いろんな物事を解

決できる時間の使い方っていう観点でDXを考えてみても良いので

はないでしょうか。 

あとは、情報の共有化について、総務部で上がった情報が農林

水産の方に行って、うまく仕事が回るみたいに。例えば教育関係
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で子供たちから聞いたことがすぐいろんなところの部署に提案で

きるとかいうふうに同時進行で進めていかないといけないと思い

ます。 

 

今、国が進めていることってハードをとにかくやれっていう話

なんですけど、対馬市でできるソフトの部分っていうのを同時進

行で考えていく必要があるんじゃないかなと思いながらこの資料

を読まさせていただいたところです。 

以上です。 

しまづくり推

進部長 

はい、ありがとうございます。今、委員からいただいいただい

た、そういった市民の声を吸い上げながら、そして地域性もやっ

ぱりあると思いますので、そういったことも考慮しながら、そし

て、今年度から今DXっても私みたいな高齢者がなかなか、正直つ

いていけない部分もありますので、市の職員の中でも主事級とい

いますか２０代３０代前半の若い職員に各部から数名ずつ出ても

らって、そしてその対馬市に合った、市内部を含めたどういった

ことでやっていく方がいい形になるのか、といったところの組織

を今作って今年度からやっていますのでそういったところの意見

を吸い上げながら、実行に移してしていきたいというふうに思っ

ておりますので今後ともいろいろ助言等いただければと思いま

す。 

ありがとうございます。 

市長 はい、私から少し補足をさせていただきますけれども、このD

X、デジタルトランスフォーメーション、これ先ほど委員の方から

もご意見がありましたように、言葉ではDXとかデジタルトランス

フォーメーションとか言いますけど、あの実質はこれは変革のこ

となんですよね。 

 

先ほど委員の方が、洗濯機の例えで昔の二層式から今ボタン１

つの自動洗濯機、乾燥まで含めた話がありましたが、それと全く

一緒で、中身はこの変革を目指す、こういうことですから内容的

には、非常に広い意味合いで進めていかなければならないという

ふうに私自身も思っておりますし、そしてこのDXを進めていくた

めにですね、今KDDIの専門家の方にマネージャーになっていいた

だいて、進めております。 
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先ほど部長も申しましたように、なかなか、これやっぱり専門

家じゃないと難しいものがあるもんですから、それぞれで専門家

を中心にいろいろご指導していただきながら対馬市のデジタルト

ランスフォーメーションをこれ以上に進めるということで進めて

おりますので今後またいろいろ見ていただきたいなというふうに

思います。 

以上です。 

委員 すいません。あと観光事業者として一つデジタル化の話になる

んですけど、ぜひ各公民館とかその出先（機関）だったりとかに 

Wi-Fiを設置していただきたいと思います。 

厳原公民館には設置してありますけど、要はテレワーケーショ

ンとかって話になったときにみんなで集まるところがどこにもな

かったらやっぱり公民館とか、集会所とかになるんですけど、そ

こでWi-Fiがあるかないかっていうのは、多分テレワークを考えて

いる島外の人にとっては死活問題だと思うし、全島の方の集まり

の機会となる場所について行政としても、例えば端末というか、

インターネットができる場所を増やしていただきたいというとこ

ろをお願いしておきます。 

市長 今のは要望という形でよろしいでしょうかね。他にご質問等は

ありませんでしょうか。 

委員 それで今の要望に加えてなんですけど、U・Iターンとしての参

加なんですけど最近U・Iターンの形もすごくいろいろあるなと思

っていて、私なんかもうガッツリここにいるんですけど、２拠点

移住される方も最近増えてきてますし、特に対馬って、１次産業

とかに携わらないとか民間企業の少ない方なので、結構オンライ

ンで仕事をされる方が２拠点してたりとか、が増えてきているな

という印象があります。 

やっぱり、みんな気にされるところは、そのデジタル化とか、

車とか走っても圏外だったりとか、いざどっかでリモートワーク

しようと思っても、カフェは最近増えてきてはいるんですけれど

も、やっぱり環境がまだまだ他の魅力的な移住先の離島とかに比

べるとまだ少ない状況というのは認識をしていて、意見だけなん

ですけど、そういった意見もU・Iターン的な視点からは、あるな

と思います。 

魅力的になるためにもうちょっとそういう場所が増えたらいい

なと私も思います。 
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市長 はい、ありがとうございます。 

ほかにご意見等ありませんでしょうか。質問等ないようでござ

いますので時間の関係もありますので次に行きたいと思います。 

 

次の議題で「ゴミの不法投棄及び不法投棄防止の取り組みにつ

いて」を議題といたします。担当部署より説明をお願いします。 

 

市民生活部長  それでは、市民生活部より説明をさせていただきます。 

質問の内容が、陸上のゴミの清掃については、国道、県道沿い

でゴミが１キロ以上落ちていない道はない。漂着ゴミがよく、ス

ポットを当てられて、ゴミ拾いボランティアがスポット的にゴミ

拾いを行ってくれていますけれども、日常的にゴミを意識する機

会を広く島民にすることはできないでしょうかというご質問であ

りました。 

 

SDGｓ推進課の方とも関連するかと思いますけれども、市民生活

部の環境政策課としても所管となりますので、簡単ですけどもご

説明をさせていただきます。 

一つの回答といたしまして現在不法投棄の防止については、市

役所それから保健所、警察、海上保安部等が連携して不法投棄監

視合同パトロールをやっております。合わせて対馬市のCATVの

「教えて市役所さん」とか市報におきましては、毎年ことあるご

とに啓発を行っておりますけども、やはりこのご質問のとおり、

一部心無い方による動きが今も後を絶たないということに苦慮さ

れてのご質問だと思います。 

もう一つは海岸漂着ゴミのことですけれども、ここの部分の発

生抑制対策ということで、事前にゴミが海岸に影響しないように

ということで、今現在、パトロールの方々を４名雇用して、普段

から島内を公用車の軽トラックで２班にわかれて監視活動と、そ

れから回収活動を行っていただいてるということであります。 

 

今後、我々がどうこういったことを広くお知らせするのかとい

うことですけれども、一つは改めてCATVとか市報の掲載回数を増

やすとか、もう少し姿勢を変えた作り込みで市民の方にお見せす

るということ。 



11 

 

それから、市の公式LINEでも徹底したお知らせをする、そして

今、各地区の家庭のゴミ収集をしてもらってますけれども、そう

いった業者の方々の収集するパッカー車に不法投棄防止等のステ

ッカーを大きく貼ってもらって、意識啓発をするとか、不法投棄

防止の看板を各区長さん方と相談して各地区積極的にお配りして

立ててもらうとか、そのようなことで、さらに今後もその啓発に

ついては根強くやっていくということを我々は思っております。 

以上です。 

市長 はい、ありがとうございました。 

それではただいまの説明に対しましてご意見、ご質問等はあり

ませんでしょうか？ 

この問題は、議会の一般質問の方でも取り上げられるんです

が、ただ議会の中では韓国のサイクリングの方が途中で弁当食べ

てそのゴミを途中で捨ててるんだというような言い方をされます

けれども、その韓国のサイクリングの方々より、むしろ島民がそ

れしてるのではないかなという思いも持っています。 

 

ですから、お互いが気を付けなくちゃならない。まして、その 

ゴミ対策にゴミ箱を置いたらどうだという話もあるんですけど、

ただゴミ箱を置けば置いたで、今度はゴミを家に持って帰らない

でそこに突っ込んでいく。今度はそのゴミをカラスとか猫とかが

荒らし、また飛散をして苦情が出るという思いを持っております

ので、この問題は非常に難しく、どうしたらいいかなと思ってお

り、我々も最善策を今検討しているということであります。 

 

皆さんの中でもこうしたらどうなのかなというようなご意見等

があればこういう場ですから、お聞きしたいなと思っております

が、いかがでしょうか。 

 

委員 市議会の話でいけば、コロナ禍になったらゴミは０になってた

はずです。それはなってないということは、今それは島民が捨て

ているという話であって、生活道路や観光客が来ないようなとこ

ろにわんさか捨ててあるわけです。 

やっぱりその部分って、ある一定の人が捨ててると思うので、

そこの人たちにどう訴えかけていくか。 
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今回収されてる４名の方が、そのゴミを日々アップしていくし

かないのかなとSNSとかで、これだけのゴミが捨ててあるというと

ころを出していくしかないのかなと。本当に道路際にビールの缶

が捨ててある、私も何度か取材してますけど。 

やっぱそうやって見える化していくしかないです。 

市長 委員 

委員 すいません。私も対馬に移住してきて山とかに結構家電ゴミと

か捨てられてるってことに驚いたんですけど、一方で島の方々の

景観作りの意識とかはすごいなと思っていて、見られている場所

はちゃんとしようとか、自分の土地ならちゃんとしようという意

識は皆さんあられると思うんですけど、見えないところにちょっ

と隠して捨てるみたいな結構驚きで。 

 

それってなんでなんだろうと思ったときに私もよくわからない

んですけど、捨てる所がわからないのか、面倒くさいからなの

か、それ次第によっても変わってくるのかなと思うんですけど。

やっぱそれがいけないことだという、罰金までしなくてもそれが

いけないことなんだっていう意識の問題だと思うので、それをメ

ディアとかを通して、CATVだと結構ご年配の方が多いと思うんで

すけど、想像するにどこに持っていっていいか分からない、お金

がかかるとかって思うんですけど、CATVとかだと結構いろんな幅

広い世代が見られてるので訴えていくしかないのかなあと。 

 

あと一個、驚いたのが結構生き物に対して、結構皆さんそのと

おりというか、川に流されたりとかいう話を聞いて私それが一番

衝撃的だったんですけど。 

島に来て結構いろんな方から話を聞くのでそういった全体の意

味も含めて意識ですね、特に対馬は自然との共生の島とか結構PR

の顔としてはそういう訴えで出しているので、そこら辺の意識づ

けをもっとできるように情報発信しまくるしかないのかなと。 

すいません長くなって、とりとめもないんですけど。 

市長 ありがとうございます。ではほかにご意見等ありませんでしょ

うか。 

委員 はい。僕がテレビでちょっと見たんですけども、ゴミを捨てる

ときに嘘でも道沿いに鳥居があったら、捨てない、と。神様の。 
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道沿いに点々とあったらその場には捨てないと。鳥居がないと

ころに捨ててると。 

委員 昔電柱とかに書いてあったんですよね。小便を避けるために何

かそういう、町の中であったりとか。 

委員 小さい鳥居だからコストもかからないし。 

市長 あの確かにですね。琴から舟志に抜ける市道の堂坂線の途中に

ですね、高さが５０センチぐらいの赤い鳥居が道路の横にあるん

ですよ。私も、なんでここにこういう鳥居が置いてあるかなとい

つも思ってました。 

ゴミの不法投棄防止のためだったかな。 

それは一つの参考意見として。 

委員 環境政策課の方で小中学生からゴミとかに関する標語を集め

て、最終的には確か広報とかに載るんですけど、なんかそれじゃ

もったいないかと思ってて、そういった子供たちが考えて、市の

方でいいねってされた分を看板にしてたりとか、結構子供たちの

意識はあるんですけど、それが大人に伝わってないっていうとこ

ろは、大人だったり年配の方だったりってところがあるのかなと

思うので、そういった意識がいろんな世代に広まっていくのは、

形も途切れないのかなと。 

市長 はい、ありがとうございます。他にご意見ございませんでしょ

うか。 

 

ご意見もないようでございますので、それでは次の課題の「島

内のリサイクルやアップサイクルの取り組みについて」を議題と

いたします。担当部署より説明をお願いします。 

市民生活部長 はい、引き続きまして市民生活部の環境政策課の議題というこ

とで説明をさせていただきます。 

 

リサイクルという言葉は、我々もある程度聞きますけども、ア

ップサイクルというのは私もちょっとすいません、まだホヤホヤ

で勉強不足で調べてきたばっかりなんですけども、アップサイク

ルというのはですね、原料をいろいろ元に戻したりすることもな

く、そのままの状態で付加価値をつけていって利用するというよ

うな意味だそうです。 

古くなったものや廃棄後にも新しい価値を見いだすように何か

に、プラスアルファに使っていく、そのものを溶かして中の原料
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を取り出してどうとかじゃなくて、その形あるものを価値あるも

のに大きくしていくのがアップサイクルという言葉らしいです。 

それを基に回答させていただきます。 

 

一般資源ゴミのうち、ペットボトルとか瓶は日本容器包装リサ

イクル協会というのがありまして、そちらの方に売り買いをして

いただいているということです。その引き取った中の質がいいも

のであれば、その協会自体も関係のところに売却いたしますの

で、いいものであればその分についてはキックバックについては

市のほうにも帰ってきておるります。 

 

それから金属類とかは、鉄くずの回収業者の方にこれも有価物

として販売をさせていただいとります。 

その他海岸漂着ごみでは、廃プラスチックをペレット化して、

そのうち、例えば海岸に流れていますあの青いポリタンクですけ

れども、こちらの方をいわゆる小さくチップ化して、１立方平方

メートル毎にしたものを販売をしているということです。 

 

これが活用されるのは大手の総合商社であります伊藤忠商事さ

んでありますとか、環境問題に力を入れている、そういう環境に

対する専門業者であります、ここで言いますセイコーインターナ

ショナルさんとかそういう会社が出てまいりますけれども、そう

いったところに１キロ当たり１円（税別）ですけれども、こうい

った形で販売をしているということです。 

 

そして販売したペレット状のものがどうなっているかという

と、例えば対馬のファミリーマートにも置かれてるそうですけれ

ども、買い物かごなどでありますとか、コンテナ用のボックスで

あったり、リングスターという会社があるそうです。そこのレジ

ャーボックスであったり。パタゴニアという世界的なアウトドア

ファッションの会社、そういったところがフリスビーを作った

り、そのフリスビーは今全部成分がそのプラスチックの再利用で

できているということで、販売もそろそろみたいなことも聞いて

ます。 
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それから、パイロットのボールペンでありますとか、当初平成

３０年にはテラサイクルジャパンという会社が、海洋ペットボト

ルを４万kgほど購入していただきまして、それをよく聞きますP&G

のジョイという洗剤の会社で、そこの容器として、これを約５５

万本のリサイクルとして作ってくださってるというようなことを

聞いております。 

 

その他にも、博多大丸さんといろんな提携を対馬市でやってお

るんですけれども、昨年の１２月には福岡の方で、そのクリスマ

スツリーに飾りとして対馬市の海岸に漂着した発泡スチロール等

を使って飾り付けをして、それをアップサイクルという形でPRを

しています。本年度もその形でまた違う形ですけれども、利用し

てエルガーラ通りで、そこで市長も行かれてそこでイベントがあ

るということであります。 

以上です。 

市長 はい、ただいまの説明に対しまして、ご意見、ご質問はありま

せんでしょうか。 

ただいま説明がありましたけれども、今市役所の厳原本庁の玄

関ホールにボトルキャップを集める熊の形をしたモニュメントを

設置し、熊のおなかでフタを回収しております。 

そのフタをまた大丸の方に送るんですけども、それを基に今度

クリスマスツリーのイルミネーションの飾りを作り、１１月１１

日の点灯式は私も行こうと思ってます。 

 

ご意見等はありませんでしょうか。それでは質問等もないよう

でございますので、次の議題で、「子供たちのふるさと教育に求

める成果について」を議題といたします。 

担当部署より説明をお願いします。 

教育部長 議題４の子供たちのふるさと教育に求める成果につきまして

は、教育委員会学校教育課の担当となりますので、私の方からご

説明いたします。 

このふるさと学習につきましては、市内の小・中学校全てにお

いて取り組んでおります。 

ふるさと学習全体計画というものを各学校で作成し、各学校の

配布されています教育要覧、学校要覧にて伝えているところでご
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ざいます。その中で、朝鮮通信使に関する学習内容については、

市内小中学校の共通教材として指定しております。 

 

ご質問のその成果についてでございますけれども、一応考え方

といたしましては、対馬の自然や歴史、文化、環境問題など題材

にした学習を通して、対馬の良さ、魅力を理解し、ふるさと対馬

を愛する心情を育てる。また、対馬の未来を考えることを通し

て、予測困難な社会を生きぬくことができる資質、能力を身に着

けることを求めているとしております。自分で考え、対応する力

を身に着けていただければとの思いでふるさと学習を進めている

ところでございます。 

簡単でございますが、これで終わります。 

委員 すいません。これは私がお願いしたものなので、非常に意地悪

な書き方をさせていただきました。 

今、部長が言われたゴールというのは私も理解をしているんで

すけれども、私が伺いたいのはその先なんです。子供たちが小学

校・中学校・高校まで、市の管轄で見れば中学校までですけど、

中学校卒業したあとに高校・大学と出て、市としてといいます

か、対馬としてはその島外に出たりとか、進学していった子たち

に対してどうなってほしいのか、っていうところをもっとはっき

りした方がいいと思うんですよ。 

 

要は、こっちに帰って来いよっていうのを、もっとはっきりア

ピールした方がいいんじゃないかと思うんですね。 

要は、ふるさと学習で対馬ってすごいところなんだよって素晴

らしい文化とか歴史とかあるんだよっていうのは、もうずっと繰

り返しやってるので、対馬を大好きな気持ちっていうのはものす

ごくあると思うんですけど、それがじゃあ今度対馬の活動、対馬

の経済活動だったりとか人口とかっていうところにどう生かして

いけるかっていうところをこれから考えていかないといけないと

思いますね。 

 

例えば、コロナ禍のときに他の自治体では島外に出た方にお米

を送ったりとか、その地域との関わりっていうのをもうずっと持

たしたわけですよ。今度は教育部局だけではなく他のところ、例

えば違う部署の方が、そこの部分に関わっている。 
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例えば、対馬の産品を大学で向こう行った人たちにちょっと送

ったりとか、総務部だったら広報つしまを定期的に送ったりとか

して、対馬との関係を外に出たとしても繋ぎとめておいて、何か

あったときに戻ってくるっていう考え方とか、委員さんが言われ

たように、２拠点生活で対馬との関わりを持つとか、自分が今向

こうでやってる仕事の中で、例えば環境問題とか海ゴミの関係

で、商社にもし勤めたら対馬との取引をするとか、多分そういう

いろんな関わり方ができると思うんですけどそういうのをもっと

行政としてアピールしていく。 

 

そのためにこういうことができるんだよとか、こんなことをや

っていきたいとかっていうところも、やっぱり教育委員会だけじ

ゃなくて他の部署としても、考えていくってことを言った方がい

いんじゃないかなっていうことで、その、ふるさと教育に求める

成果がこういうことを求めていて、それこそ漁師さんを増やした

いとかでもいいと思うんですよ、漁師さんを増やしたいとか、後

継者を増やしたい、じゃあ、そのためには、漁師さんだったら水

産の勉強、こんな勉強したらいいですよとかっていう提案ができ

たりとか、地元の商売されてる商工会の人だったら、自分たちの

もし後継者とか次の代で入ってくるんだったらこういう勉強しと

ったらいいよとかっていうのも付加して情報としてどんどん流し

込んでいくところですかね。 

 

今Uターンという言葉は、突然変異的に対馬に戻ってきたってい

う感じのイメージが強いと思うんですよ。じゃなくて、やっぱ何

かあったら戻ってきて、で関わるっていうところを必ずベースに

あるような格好で何か物事の作り込み方を始めていった方がいい

んじゃないかなっていうところで、すいません意地悪な質問をさ

せていただきました。 

市長 教育部長の方から何か問いに対して、ありませんか。 

教育部長  はい、ご意見ありがとうございます。教育委員会としましては

担当する部分が小中学校、義務教育課程になりますので、その子

供の時代にどういった情操教育といいますか、どういった意識付

けをしていくかっていうのが、まず私達も大切なご指摘かなと思

います。 
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それから、現状今それぞれ学校でそのふるさとに対する自然と

かいろんな仕事やってる方の体験学習とか、いろいろな学校で取

り組んでますので、まずはその郷土対馬を愛する気持ちを植え付

けていくのが一番かなと思います。 

その後、先ほど言われた郷土を選ぶのか、また一度出て対馬が

いいと帰ってくるのか、その根本となる意識付けといいますか、

気持ちをそれぞれの子供たちの中に植え付けていくことが大切か

なと思います。よろしいでしょうか。 

市長 はい。他にご意見ご質問等はありませんでしょうか。 

委員 私もふるさと教育については知識不足はあるんですけど、対馬

はすごく歴史もあるし自然が豊かで、良いところばかり伝えるの

じゃなく、子ども、高校生くらいになったときにどうしていきた

いかも踏まえたふるさと教育というか、それで実際に自分ででき

るアクションまでちゃんと自分でできる経験を得るまでにしてお

けば、この島でやりたいこと見つかったりもするのかなと思いま

す。 

いいとこだけ見るんじゃなくて、課題とかを含めたふるさと教

育で、それに対して実際に何でもやろうと思えばやっていいんだ

よって思える意識。ゴミがいっぱい増えたら嫌だったら自分たち

でポスター作ろうってみんな提案して作って実際にやるみたいな

経験ってすごく大切で、子供の頃の経験って大切かなと思ってい

ます。 

そういうのがあったらいいなと思います。 

市長 ありがとうございます。 

他にご意見ご質問等ありませんでしょうか？ 

この問題についてはですね、先ほどからもお話がありますが、

やはり小さいうちから対馬人という意識付けといいますか。 

 

自分のふるさとは本当に対馬の素晴らしさは歴史・文化、こん

なのがあるんだよと人に自慢できるような、そういったところを

もう少し自分達で見つけながら、自慢できるような教育体制を敷

いていかなければならないという意味合いで今教育委員会の方で

もふるさと教育を重視しているというふうに思っております。 

 

他にご意見等ありませんでしょうか。 
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しまづくり推

進部長 

今先ほど教育部長が言ったように、いかに郷土愛を育むかとい

うところが大事だと思ってるのは皆さん一緒で、今、しまづくり

推進部でSDGsの推進ということでやってるんですけども、その中

のESD教育ということで、対馬高校の方にも数年前からずっとSDGs

推進課の職員が行って、一緒に研究したりとか、高校生にいろい

ろ提案をしてもらったりとかいうやり取りもしてますし、そして

最近ではそれを豊玉高校、上対馬高校にも広げていきたいという

思いもあります。 

 

そして、中学校の方にも出張してESD教育、その中でSDGsの推進

ということで、対馬の自然とか文化とか素晴らしいんだよってい

うところを深めていく教育っていうところも教育委員会と別立て

でやってはいってますので、そこら辺ももっともっと今まで以上

に力を入れて郷土愛を育みたいというふうには考えてますので、

よろしくお願いします。 

比田勝市長 はい。今ですね事務局の方がここで１０分程度の休憩をという

ところでございますので、ただいま時計で３５分ですから、１０

分程度休憩をとらせていただきます。 

 

（休憩中） 

 

はい、時間までもう少しありますけども、皆さん揃われており

ますので、早速進めたいと思います。 

 

続いて議題で「中学校の部活動について」を議題といたしま

す。担当部署より説明をお願いいたします。 

教育部長 引き続き教育委員会学校教育課の担当となりますので、私の方

から説明させていただきます。 

 

中学校の部活動のあり方についてでございますが、今後の中学

校の部活動のあり方につきましては、今日、部活動の地域移行が

話題になっております。 

 

まず、部活動の地域移行の国、長崎県、対馬市のスケジュール

についてご説明させていただきたいと思います。 

資料の３１ページをご覧ください。 
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中学校の部活動の在り方になります。この資料には、国のスケ

ジュールを水色で長崎県のスケジュールを黄色で対馬のスケジュ

ールを赤色で示しております。わかりにくいかと思いますけど

も、上段の平日の部活動の地域移行については、令和８年度以降

に方向性が示される予定となっております。 

中段の休日の部活動の地域移行については、国が令和４年度か

ら長崎県が令和６年度から段階的に地域移行を進めまして、令和

７年度までに完了する予定となっております。 

対馬市におきましては、令和５年度から部活動のあり方に関す

る検討委員会を設置いたしまして、円滑に移行するための協議を

現在も行っております。現段階では、令和７年度から段階的に地

域移行を進め、７年度末までに完了するように計画しておりま

す。 

国、県、市ともに令和７年度までに地域スポーツ活動へ移行す

る計画となっておりますが、国の方針におきましても、当初は令

和７年度というのがあったんですけども、それぞれ地域の状況に

応じて、できるだけ速やかに方向性も出ております。 

下段の地域スポーツ活動の欄につきましては、それぞれの基準

に応じて地域スポーツ活動が増加していることを示しておりま

す。 

 

次に、３２ページをお願いします。 

この資料には、対馬市内の中学校の部活動取組状況を示していま

す。上段は運動部、下段は文化部です。 

運動部については、部は設置しているものの、部員がいない部

もあります。 

また、学校によっては、生徒数が少なく男女それぞれ一つの部

しか設置できないために希望する活動を選択できないのが現状で

ございます。部活動の地域移行することによりまして、このよう

な現状が改善されることが期待されております。 

 

最後に、３３ページでございますが、対馬市においては、地理

的な特徴から、活動場所までの移動に時間と労力を要します。ま

た、民間のスポーツクラブ等の活動が一部の競技に限られており

ます。 
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これらのことを踏まえまして、休日における部活動の地域移行

の運営主体として、資料に示しております６つの形態で実施して

いくことが望ましいのではないかと考えております。 

まず、一つ目としまして、保護者会を中心とした各学校単位で

行う地域クラブ活動です。学校単位で保護者会を中心としたクラ

ブを立ち上げて、活動していくことで、活動場所までの移動距離

が短くなります。 

また、平日の学校活動との連携がしやすく、学校とクラブとの

情報共有が円滑になると考えられます。 

二つ目が、保護者会を中心とした近隣の複数の学校が合同で行

う地域クラブ活動です。 

単一校では活動人数が少ない場合や、指導者の確保ができない

場合は、近隣の複数の学校の保護者会を中心としたクラブを立ち

上げて活動することが考えられます。 

三つ目です、既存のクラブや道場で行う地域クラブ活動です。 

剣道やサッカー等のように既に道場やクラブで活動を行っている

競技については、これまでどおり既存のクラブや道場における活

動を継続していく。また、新たなクラブ等の立ち上げも考えられ

ます。 

四つ目ですが、競技団体強化練習会等の人材育成の取組になり

ます。各競技団体において、ジュニア育成を目的とした強化練習

会等を実施し、クラブを立ち上げることが難しい人の活動を支援

することです。 

ただし、競技団体の活動を定期的に実施していることは困難で

あると考えられるため、不定期での活動とするが、できる限り多

く実施いただけると、ありがたいと考えております。 

五つ目です。高等学校との連携です。 

対馬内にある三つの高等学校、対馬高校、豊玉高校、上対馬高

校の受け入れが可能な競技については、連携を検討していきたい

と思います。 

六つ目、最後になりますけども、市の教育委員会主催の体験教

室です。現在も生涯学習課が主催するスポーツ教室や、県立対馬

青年の家が主催する体験教室等の取り組みを行っております。 

 

これらの取組をさらに充実させて、マリンスポーツなどの多様

な競技の体験教室が、誰もが楽しく活動できるキャンプやレクリ
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エーション等の実施を検討することで、いろいろな活動が実施可

能となるのではないかと考えております。 

これらの活動を学校や生徒の実態に応じて適切に組み合わせて

運用しておくのが望ましいのではないかと、現段階では教育委員

会では考えております。 

説明は以上でございます。 

市長 はい、それでは、ただいま議題５の中学校の部活動について説

明がありましたけれども、このことに対しまして皆様からご意

見、ご質問等があれば挙手のうえお願いをいたします。。 

はいどうぞ。 

委員  他の委員さんに聞いてもいいですか。 

今は地域移行ということになりますけれども、スポーツ推進委

員さんとしては、どのように受け止めてあるのかっていうのと、P

TAとして保護者としてはこの流れっていうのは理解っていうか準

備されてあるような保護者の方の考えいうところ、どのように捉

えているのかってそれぞれの立場で聞いてみたいのですが。 

委員 私のほうから。私も実際中学生の子どもがいるんですけれど

も、この４月に一度中総体に出るためにクラブチームで出るの

か、学校の部活動としてでるのか、対馬市の中体連でそのチーム

として部活動とクラブ活動としてるんですけれども、どちらかに

絞らなきゃいけないっていうの4月の段階でいきなり言われて、ま

ずちょっとその意味が全分からず、先生方も説明されるんですけ

ど、全く分からない状態で、多分クラブチームの方も中総体が出

れるようになったので、出たいって気持ちはあるんですけれど

も、やっぱり学校の部活動をしているんで、やっぱり学校中心に

なってしまうので、皆さん部活動を選んだので、クラブチームの

方はほぼ誰もやらずに中体連を迎えたんですけれども、指導者に

関しても、ある部活は外部コーチに来ていただいてるのですごく

よく指導していただいてる部分もあるんですけれども、その、ま

だ地域移行っていう言葉が全然なんかこう、説明っていうのがあ

まり中学校でもなされてなくて、ちょっとまだ私自身もわからな

い部分がたくさんあるんですよね。 

 

なので地域移行されたら、もうそういうふうになりますよって

いうはっきりした何かこう、もうちょっとわかりやすい言葉で説

明していただけたら、なんか周りの保護者とかもいいのかなとは
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思うんですけれども、資料を見ていても、いまいちピンとこない

ところが多いなというのはあります。 

そして自分の子供の入ってるクラブチームは、他の中学校から

来てる子ばかりたくさん４校、５校ぐらい集まってきてるんです

けれども、学校に当該競技の部活動があっても、チームとして存

続できないぐらいの人数になってるそうなので、やっぱ試合がで

きないところも結構多くなってきている部分があります。 

 

なので、指導者なのか、やっぱりそれぞれ人気のスポーツがあ

るからなのかちょっとわからないんですけれども、部活が成り立

つように改善されて、たくさん試合が行われて楽しくなるのかな

っていうのはちょっと最近思っているところです。 

 ちょっと質問の意味合いと変わってしまった答えになってしま

ったんですけれども、中学校、やっぱり部活動をまず選ぶところ

から始めるんですけれども、何かちょっといろいろ地域移行とか

いう言葉が出てくると、ちょっと悩んでしまう部分がここ最近多

いなと思います。 

委員委員 市PTAの方からなんですけど、私自身も子どもが部活動に入って

るんですけど、もう人数的にもギリギリで、部員として、何人い

ないと試合に出れないとか。 

でも、小学校はどんどん減ってて、入ってくる子達が少ない分

もうそれこそ存続できないっていうところで。 

私はその地域スポーツ活動っていう意味合いがよくわからなく

て、プリントでこういうふうになりますみたいなことは書いてあ

るけど、じゃあ、平日は学校での部活なのか、休日は外部、地域

の人ですとか、学校の人が来て指導してくれるのか、結局、先生

たちの負担を減らすために、そういうのも必要だけど、そういう

意味だけじゃなくて、子供たちが減ってる分、その移行っていう

んだったら、どういうふうに考えていったらいいのかと思ってま

す。そういうところはちょっと今地域スポーツ活動への移行とい

うことは理解してない部分もあるし、たぶん子供たちも説明され

ても分からないと思います。 

どういうふうな体制になっていくのか、ちょっと私もわからな

いんですよね。 

委員 人数が少ないというところが、まず対馬市の学校には大前提と

してあるということでいうと、地域移行イコール多分、社会体育
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化していくんじゃないかなというふうに、これを見ながら理解し

たんですね。 

そこでいくと、やっぱり社会体育のコーチだったり指導者の方

が子供たちにどう接していくかっていうところが非常に重要にな

ってくると思うんですね。 

 

そこでいくと、今しまづくりの方でもやっている対馬３高校の

魅力化事業で招聘されてる方にコーチング、コーチとしての心構

え、コーチングの指導とかっていうのをしっかり社会体育の中

で、指導者の方にやっぱりやっていく必要っていうのも一つある

かなっていうのと、あとすごく言いにくいんですけれども、社会

体育の人たちが学校で子供たちと関わっていくときの資質といい

ますか、具体的な例を言うと、例えば体育館とか、競技場とかの

玄関とかでかなり喫煙されてるという指導者とかが社会体育の方

がいらっしゃるんですね。 

 

そういうところも含めて、やっぱり準備をしていく、子供たち

の準備もなんだけど、受け入れる側の準備もやっていかないとい

けないんじゃないかなと。別にその喫煙することが悪いっていう

わけじゃなくて、やっぱりその辺の心構えとかっていうところを

しっかり両輪でやりながら進めていかないといけないんじゃない

かなっていうところを思って。 

逆に言ったらこれって先ほど言われるように学校の先生たちの

負担軽減のためっていう名目ですけど、対馬からすれば、少ない

人数が集まって競技ができるっていう非常にメリットでもあると

思うんですね。 

 

それでいくと、壱岐商業と上高、対高の合同チームでこの間、

野球チーム作ってベスト８まで行った、やっぱこれって未来系と

してはいい方向性だと思うんですよね。その部分はしっかり今考

えてる大人たちが高校生に導いていく必要がある。長年、社会体

育で剣道を教えていらっしゃる、市長どうですか。 

市長 そうですね。 

私ももうかれこれ２０数年間県道クラブの指導してきたわけで

すけれども、やはり、子どもたちの成長に合わせた指導という

か、配慮をする必要がある。 
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体力を見ながらの指導をしていくことは、私は本当に大事なこ

とではないかなというふうに思いながら指導しています。特にも

うスポーツといっても、本当に試合ももちろんございますので、

試合で負ければ悔し涙する子ももちろんいます。 

そういうこともですね、大事な経験になるのではないかなとい

う思いを持ちながら、私の指導方針としてはです。 

私は、褒めて褒めて褒め上げながら、その子が持っている能力

を引き上げるというような指導方針で私は今まで指導してまいり

ました。 

 

そういうことでちょっととりとめのない話になりましたけど

も。もう一つ今、委員の方から若干話ありましたけれども、今対

馬の３高校の魅力化事業の中で中学校を卒業した３割ほどが都市

部、要するに本土の高校に行かれます。 

これを少しでも阻止しようと。要は、対馬に残る子供たちを増

やしたいっていう思いで、陸上競技の指導者を招聘して陸上競技

の活性化を目指しているところであります。 

 

それで、私の夢としましては、対馬の３高校で京都都大路をぜ

ひ走ってもらいたいという思いを持っております。こういうこと

ですればもう本土の高校に行かなくても対馬の高校で努力すれば

そういったことも願いが叶うんじゃないかなという思いを持って

おりますので、このような事業も令和５年度から始めているとこ

ろであります。 

委員 地域に移行するということになると、やっぱり地域の中で応援

するということも大事になってくるので、地域全体で盛り上げる

必要性はあると思います。何かいろんな活動をするにあたって

は、やっぱり地域全体で応援する、支えてあげるっていう姿勢と

か、そういう政策、取組っていうところもあわせて進めていくべ

きだと思います。学校だけだったのが、地域に広がっていくこと

によって、地域の人たちがサポートしていくという流れに持って

いくと、もっとポジティブな取組として進んでいくと思います。 

教育部長 すみません。この地域移行につきましては、今お話を伺って、

周知が進んでない状況です。と言いますのが、これに取り組んだ

のが昨年度からで、地域移行の検討委員会等を開きまして、今進

めてるんですけども、令和４年度末で第１次提言をいただいたと
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きに、その提言書の中で、対馬市で推進していく上での課題とか

を拾い上げていく必要があるということで、現在は、その課題を

拾い上げた状況です。 

 

今おっしゃったようないろんな同じような課題が委員会の中で

も上がっておりまして、それについて、今年度同じ検討委員会を

開いて、それをどうやって解消していくかを決めて修正してい

く。 

ですから、今後においてはそういった委員会とか、この事業を

進めている状況とかも何らかのSNSやホームページとか広報とかに

より、皆さんにお知らせすることも大切なのかなとお話を聞いて

思いました。一応対馬市としては、計画では令和６年度に各学校

に検討委員会でまとめた内容等を説明していくようにしていま

す。令和７年度からまず土日の週末の地域移行から進める予定と

しています。 

これができるような環境ができた学校から始める予定で、そう

いう環境は無理に進めるということではありませんので、移行が

できるような状況になってからそれぞれ対応していく計画をして

いますのでよろしくお願いします。 

 

地域スポーツと比べたときに、形によっては保護者さんの皆さ

んに負担が生じる場合もありますし、外部の指導者をお願いした

場合にはその指導に対する謝金とか、あるいは送迎にかかる経費

とか発生してまいりますし、ですからどういった形態がいいのか

という部分も課題としてあがっておりますので、その辺も保護者

の負担とか含めて検討させていただきたいと思います。 

市長 よろしいでしょうか。ほかにご質問ご意見等ありませんでしょ

うか。 

それではですね、質問もないようでございますので以上をもち

まして本日の議事を終了します。 

懇話会の円滑な進行にご協力いただきまして誠にありがとうご

ざいました。 

それではこの進行を事務局の方にお返しします。 

政策企画課長 市長、議事の進行を本当にありがとうございました。 

続きまして、最後のその他に移りたいと思います。全体を通し

て本日の議題や一番最初に申しました、令和４年度の部分につい
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てでも結構ですし、本日の議題に上がっていない部分でも構いま

せん。回答ができるかどうかはちょっと不確かですけれども質問

を受け付けたいと思いますので、ご質問があれば挙手をお願いい

たします。 

委員 観光事業者として、厳原市街地への観光バスの乗り入れとその

取り扱いについて、今韓国人観光客と同じぐらい日本人観光客も

バスを利用して来ているんですけれども、なかなか市街地エリア

でバスを乗降するというところが非常に難しいので、警察との関

係もあるし、安全面の関係があるということで、いろいろトラブ

ルが発生してますけど、その辺り、乗り入れに関して何か解決策

っていうのが市として方向性があるのかどうか伺いたいのです

が。 

観光交流商工

部長 

 委員のご質問でございますが、非常に難しいです。ご存じの通

り厳原の市街地には空いてるスペースがなくて、バスもどうにか

バス事業者さんの方がそれぞれ努力されて停める場所を探されて

いるようなところです。 

議会の一般質問でも度々取り上げられておりまして、旧厳原幼

稚園の跡地を使えないかとかいろんな質問いただいております

が、そこを使えれば一番いいんですが、ご存知のとおり史跡とい

うことで、文化庁の規制がかかっておりますので、ここが少し難

しいところです。 

市の方といたしましては、今の朝鮮通信使歴史館の隣の民有地

を買い上げましてそこに駐車スペース、駐車場、バスが３台ぐら

い停められる予定で今動いています。 

来年度には駐車場の運用を始められると思いますので、当面は

そこを中心に各宿泊施設へのアクセスがどうかという問題もあり

ますし、宿泊施設から乗り降りする場所がアクセスとしてふさわ

しいかというとまた別の問題もおこってくると思います。 

お答えに苦慮するような状況でございますけれども、今のとこ

ろ市が取り組んでいる状況としたら通信使歴史観の駐車場をうま

く活用していくといことであります。 

よろしいでしょうか。 

委員 はい、宿泊施設っていうのは東横インのことになりますかね。 

こういう分野、市内中心部にある宿泊施設からのアクセスとい

うことですね。 
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観光交流商工

部長 

はい。 

今民間の事業者さんがそれぞれ努力されて、借りたりしている

と思うんですけども、そこまで少し距離があるかなと思っていま

すので、その辺りは私達も努力していかないといけませんが、自

助努力といいますか、民間のかたのご協力をいただきながらうま

く進めていければいいなと思っております。 

委員 ありがとうございます。民間の努力としては、要は駐車場から

目的地までガイドしながらとか、そこに至るまでに物語を作って

いけばいいということになるので、その辺りはまたいろんなとこ

ろで協議をしながらということになると思うんですが今、歴史館

の裏をっていうことで言われたので、これは帰ってガイドの人た

ちにもこういうのがもうそろそろできるよっていうのは伝えたい

と思います。ありがとうございます。 

政策企画課長 その他に何かご質問等ございませんでしょうか。 

はい。 

委員 失礼します。SNSの話がちょっと最初の方に出てたので、ちょっ

と一度お聞きしたいことがあって、対馬市のLINEとか色々あっ

て、ホームページの中にイベント一覧っていうところがあるんで

すけど、中々そこに、表立った部分はLINEとかでピコンと来るん

ですけど、ホームページの中のイベント情報のところの情報がち

ょっと薄いのかなって思うところがありまして、LINEとかインス

タとかしょっちゅう見れる人であればこれがあるなってことがわ

かると思うんですけど、例えば何か対馬市に興味があってアクセ

スして、何かイベントがあるのかなって見た方が、あれ何もない

じゃんてなるようなことにつながるのかなと思うので、その辺り

のページもそういったスマートフォンからとかも見れるとは思う

んですけど、その辺りもいろいろな課であったりとかいろんなイ

ベントされてると思うので、一つ集約するところとしての運用も

進めていきいただけたらなと。 

ちょっと感じたところで意見を述べさせていただきました。 

総務部長 ホームページのイベント情報ですかね。この分についても私の

方も気になってまして、結構度々ですね。まず各部署の方で直接

入れてると聞いてるんですけど、それがなかなか入力してもらえ

ていないといいうことで、議会の方からも話はあったんですけ

ど、頻繁にですね。例えば異動とか何かあって、それがちょっと

できなかった面もあるかとは思うんですけど、その当たりも担当
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が直で入れる形で持っていきたいなと、その辺の指導をしていき

たいなと思ってます。 

確かにイベント情報、ちょっと情報が足りないなと思っておりま

す。 

申し訳ありません。 

委員 よろしくお願いします。 

委員 ごめんなさい。この関連で。何をもってイベントと考えるかっ

ていうところだと思うんですよね。 

いろんな取組をやってると思うんですけど、何かお客様を集め

るのがイベントだけではなくて、例えば何か講習会ありますよと

か、こんな取組してますよとかっていうところを含めて、だと思

うんです。 

その職員さんからすると日常のありふれた業務の一つだから、

そんなに殊更、外に伝えるのではないと思うんですけど、我々と

しては、そういったところが多分知りたい。なので、そういう何

気ない人に別に伝えなくてもいいかなっていうところをあえて伝

えるような、何か導き方っていうところを市職員の皆さんにはお

伝えいただければなという風に思います。 

総務部長 そうですね、祭りとか大きいイベントだけじゃなくて、例えば

どこどこで検診がありますよとか、もう少し小さい情報までちょ

っと入れていってもらいたいなと自分も考えておりますので、ま

たそのあたりもちょっと各部署にですね徹底していきたいと思い

ます。 

政策企画課長 その他何かございませんでしょうか。 

はい。ご質問の方もないようですので会議の方を閉じさせてい

ただいたいと思います。 

以上をもちまして、令和５年度対馬市しまのみらいづくり懇話

会を終了いたします。 

 

委員の皆様方におかれましては、たくさんの貴重な意見をいた

だきまして誠にありがとうございました。 

お帰りの際には、事故等のないように安全運転でお願いいたし

ます。 

またアンケートの方をお帰りの際に受付の方にご提出いただき

ますように、どうぞよろしくお願いいたします。 

皆さんお疲れ様でした。 
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ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


